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この事業は、２３区でも初めて、老朽化して危険な状態となっている空き

家等について、所有者の同意のもと文京区の負担により建物の除去を行

い、無償で土地を借り受けてポケットパークや駐輪場など公共目的に使用

し、継続して使用が可能な空き家等は有効活用を図るものです。

東日本大震災の折、空き家の外壁が路上に落下し、しばらくそのまま放

置されたままになり、その町会の役員の方から空き家の相談を受けました。

早速、本会議質問で空き家対策として取りあげ、今年度より新規事業の

一つとして実現しました。

町会役員の方も大変に喜ばれ、現在その空き家を調査し今後の方向

性について検討が始まっています。

４月から文京区で「空き家等対策事業」が始まっています。

本郷４丁目にある清和公園は、地形上階段が急こう配で階段の
上り下りが危なく、遠回りをしている人もいる。との相談を近く
の都営住宅にお住まいの方から受けました。
みどり公園課と相談し、手すりと階段に黄色い滑り止めを設置。
地域の方からも喜びの声を頂きました。
これからも一人の人を大切に、住んでいて良かったと言って頂
けるような文京区を目指してまいります。

清和公園の階段に手すりと滑り止めを設置


